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研究成果の概要（和文）：

冷戦体制の確立lij1におけるアジアに1際秩序のili編問題について、｜到際援助計lllliコロンボ・プ
ランの実施過程との関連から検討した。第一に、コロンボ・プランは、イギリスにとってコモ
ンウェルス体制として影響ﾉﾉを残ｲFさせるために、インドおよびオーストラリア、ニュージー
ランドにとってアジア安全螂保障体IlilIの強化のために、策定されたこと、第二に、その計画の龍
幾な財源となったスターリング・バランスの|:l1i渦により、イギリスの支援が資本援助から技術
援助へとシフトしたこと、それによって被援助ＩＲＩのアジアは、１Ｍi極的な資本援助を求めて支援
の多様化を図っていったこと、第三に、イギリスのコモンウェルスの存続、アメリカのヘゲモ
ニー支配が強化される中で、その多様化が自立したアジア地域連合という新体IIillの成立につな
がったことを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：
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台湾のＩＪＩ:究:i1fとの|T:|際的連携にもﾉﾉを入れ
た。

ｌ研究開始当初のTLfj;！

２０１世紀を歴史研究の対象としてみる機運が
高まり冷戦構造史の研究が本絡化したが、そ
の主な関心はヨーロッパにおける連合や民
族の統合・分裂など、ヨーロッパの国際秩序
の再編問題にあった。しかし、同じく冷戦体
Ilill下においてアジア諸''1は政治的独立を達
成した後に目覚ましい経済発腱を遂げ、「ア
ジアン・ミラクル」として、’１上界経済におい
て電要な役割と位箇を''１めるようになって
きた。こうしたアジアの政治的経済的自立化
が米ソの冷戦体{lillが(１１;１１Kしてくるに１１で脱植
民地化(帝国の終焉)のプロセスと密接な関
係があった。しかしこれまで、脱械民地化と
冷戦構造、そしてアジアの経済発展の関連性
を問われることがあまりなかったため、＝者
がどのような連関しているのかを検討する

必要があると考え共同研究に取り組むこと
にした。

４．研究成果

(1)コロンボ・プランの成立背景
第二次１１上界大戦後の共産主義拡大の御威
によって、ヨーロッパに対するマーシヤル゛
プランが実施されていく一方で、アジアにお
いても共産Ｉ=義の脅威が拡大し、インドの独
立達成後にコモンウェルスへの$ＩＩｉｉ人が確定
したことを受けて、１９５０年コモンウェルス首
ｌｎ会繊においてイギリスコモンウェルス体
ＩｌｉＩの強化の一環として東'櫛アジアのIIi編を
促すための支援計画がまとまったことを明
らかにした。コモンウェルス再編とそこにお

ける[÷,ＩＩ１のプレゼンスを達成するために、東
南アジア支援は、国際秩序の維持の観点から
イギリスのみならずインド、オーストラリア
ーュージーランドにとって絶好の機会とな
ったことを明らかにした。
(2)１９５０年代のコロンボ゛プランと英米の支
援体lIill

lllil1I'[比地化の最大の問題は、インドのスタ
ーリング・バランスの処Ｉ１Ｉｌ問題でありイギ
リスは、Ｉ{Ｉらの経済支援プログラムに細み入
れたが、その残高が消失するにつれてイギリ
スの支援方法を資金的援助から技術的支援
に変災せざるをえなかったことｗ他〃、アメ
リカの支援は、東南アジアをイギリスの支配
領域として認識していたことから，コロン
ボ・プランにおいては、当初積極的な支援を

行わず、このプラン以外の=|工''111交渉による
支援をしながら実質的影響ﾉJを拡大してい
たことが11']'ﾘ]した。また、区|連のlllJIL銀行に
よる支援は、コロンボ・プランというよりも、
iIi狐のiil･lTIiiによる資本供給に力点がおかれ、
同じく''１連のエカフェもアジア,洲'1〔Iの要請
に関して、｜ｎ万の連携を図りつつも、独自の
情報収集に力をいれていたことがIﾘ1らかに
した。

(3)コロンボ・プランの実施状況
被援助国の中で最大の支援を受けたイン
ドへの武本１tびに技術支援をみると、コロン
ボ．プランは、インド側の要求に従って第一
次１１:かｲ|ﾕ計ITU及び第二次7iかｲIziillIl1iに組み
入れる形で実施された。しかし、イド々典求額
が大きくなり、必ずしも十分に満たせず、戦

111if的に盗金援助国の多様化をうながしてい
ったことが分かった。この多様化に応じて、

1960ｲ1ニコロンボ・プラン実施諮問会瀧が来京
でBHIiliされた後に、東南アジア支援Ｍとして
のＨ本の役割が脚光を浴びたこと、還元する
と、１１本のコロンボ・プランへの参加が東南

２．．研究の目的

(1)冷戦体制におけるヨーロッパ|E|際秩序の
l1j編問題を視野に入れつつ、戦後アジア国際
秩序の再編に'三|を向け、アジアにおける帝匡｜
の終焉（脱植民地化）とその影響力の温存と
アメリカによるヘゲモニー支配の進行、アジ

アの地域連合の形成という新体制への移行
過程の特質を明らかにすることをめざした。
(2)その際、アジアの|剛際的経済援助計画と
なったコロンボ・プランに勝｢1して、その成
立と鵬開を追いながら、ドil1IIIiをめぐるイギリ
ス、アメリカ、国連、そして受入国の動向を
検討した。スターリング・バランスの処理、
[Jil連・世界銀行及びアメリカの経済支援に着
|Ｉして、そのプランを策定するに至った背景｝
アジア諸国におけるiM苑プランの具体的|ノリ

客、そしてプランの執行とその実際の効果を
LlJ心に総合的に検討することをめざした。
(3)国際的な経済援助プランが国民国家とし
てのアジア諸阿の政治的経済的自立化をど
のように導き、そしてどのようにして新たな
IEI際体制に編入したのか、その相互関連性に
注目した。

３．研究の方法

研究の目的と枠組みをﾉﾋｲ(jしたうえで、研
究方法は、脱植民地化のプロセス、ヘゲモニ
ーの移転、アジアの[]立化、ｌ１ｉｌ連の支援体M；|｜
（ECAFEの動向）との関述を埴祝しながら、
各分桐者がコロンボ・プランの成立、展開、
そしてその変容過程の解1ﾘIにあたった。なお．
その際、課題がグローバルな.視点を必要とし
たため、イギリス、アメリカ、ソ律、インド、



技術移'伝史の研究」『明治大学社会科学研究
所紀要』箙４９巻第１器､２０１０年､45-65頁、
査統ｲ｢。

⑨波辺11H－「戦後アジア区|際秩序のＩＶ編とコ
ロンボ・プランの指針」『歴史と文化』（東
北学院大学論集)第４６｝j、２０１０イ|：３１１，
’09-131頁、査読無。

⑩波辺'１月一「イギリス内閣府調査委旦会とコ
ロンボ・プランの作成過程」『ヨーロッパ文

化史研究』第］１号、２０１０年３月、295-31Ｓ
輿、侭読有。
⑪渡辺l1H-、秋、茂合撰・呉李曇訳、

アジア国際秩序再編において璽要な役割を
果たしたことを明らかにした。
(4)国際援助計両と１１:|際秩IiiTljWiliiiの関連
冷戦体制下におけるアジアの国際秩序を

J'二軍事的に再編したという点において、コロ
ンボ・プランが非常にiE螺な役割を果たした
ことを論証した。コロンボ・プランはイギリ
スの帝国解体後のアジア,譜''４に対する支援
プログラムとしてスタートしたが、開発支援
に必要な資金難がイギリスの影響力の温存
を困難にして、アメリカに依存する傾向を強
めたが、しかし、アジアilflrlは、両陣営の政
治体制へと傾斜することなく、第三の勢力と
しての立場を保ちつつ、ｎらの経済的自立を
図るべ＜巧みにその支援交渉を行っていた
ことを解明した。

(5)今後の展望
こうした成果を得たことを確認した上で

新たな課題も見出した。コロンボ・プランは
1970-80年代においても発腱変容を遂げてい
くことから、当該時期における計画の実施プ
ロセス、特に東南アジア各''1の在か年計画と
の関連を検討することが埴要であると思わ
れる。また、イギリスがＥＣ加腺を目指し、
ベトナム戦争によってアメリカの影響力が

低下していく国際情勢との|ＡＩ連において、国
際援助の果たした役割を新たな課題として
llAl及すべきことを1iii認した。
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